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研究成果の概要（和文）：幼児吃音の生起・持続の要因を探るために、Demands-Capacities modelの観点から、
子どもの構音能力と発話長・構音速度・turn-taking gapとの関係を調査した。親子10組の会話データに対す
る、構音誤りあり群・なし群×吃音あり発話・なし発話の2要因分散分析の結果、①吃音ありの発話は発話長が
長い、②構音誤りあり群の流暢な発話は、誤りなし群より発話長が短い、③流暢な発話は有意に構音速度が速
い、④構音誤りなし群は、誤りあり群よりturn-taking gapが長いことが示された。子どもの能力を超えた複雑
な発話の企図が吃音の誘因となっている可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate the factors that caused and persist 
childhood stuttering from the perspective of the Demands-Capacities model. “Demands” explored 
included the mora length of utterance, articulation rate, and turn-taking gap and “Capacity” 
included the articulation ability. For speech samples during free-play interaction with their mother
 of preschool children, a two-factor analysis of variance, which is group with and without 
articulation errors x speech turn with and without stuttering, was performed on three “Demands.” 
The results showed that the mora length of fluent speech of children with articulation errors was 
significantly shorter than that of children without articulation errors. Whereas, there was no 
association between increase of articulation rate or short turn-taking gap and the occurrence of 
stuttering. It was suggested that the longer utterance of speech planning beyond the child's ability
 may be a trigger for stuttering symptoms. 

研究分野： 言語聴覚療法学

キーワード： 吃音　幼児　発話長　構音速度　turn-taking gap
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研究成果の学術的意義や社会的意義
1980年代後半より、「吃音は、子どもの有する流暢な発話の産出能力と、その時の発話に対する要求（例：言語
的・運動的負荷）が一致しないときに生じる」とするDemands-Capacities Model (DCモデル)が提唱されてきた
が、この理論に関する定量的な研究は、親や子ども自身のDemandsのみを測定したものや、親子の発話速度の差
を測定したものに限られている。本研究は、子どもの構音能力と、発話長などの子ども自身のDemandsとの関連
を調べる研究であり、吃音の生起メカニズムに関して新たな知見を提供できるものである。また、臨床的示唆を
有する点で社会的にも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) 幼児の吃音の特徴 

発達性吃音は主に 2〜4 歳の幼児期に発症し、その発症率は、5〜11％、男女比は 1:1〜2:1（Yairi 
and Ambrose, 2005; Månsson, 2000; Reilly et al, 2013）であることが報告されている。また発吃から 3 年
後にはその 6〜7 割が自然に治癒すること（Månsson, 2000; Yairi and Ambrose, 2005）、さらに幼児期の
介入支援によってその治癒率が高まること（de Sonneville-Koedoot et al, 2015）が報告されており、幼児
期後期から就学前後までの治癒率が非常に高い。その一方で、その時期以降は症状の消失は難しくな
る。自然治癒率の高さや支援現場のマンパワー不足を考えると、発吃した全ての子どもに早期から介入
することは不可能であり、かつ費用対効果の面からも得策ではないため、どのような子どもにどのタイミン
グで支援を行うべきかを明確にする必要がある。 
 
 (2) 吃音の予後に関わる要因 

吃音の経過に関わる要因として、現在までに報告されているものは、遺伝的・生物学的要因（吃音の
家族歴、性別、脳神経構造の相違）、発吃時の特徴（発吃年齢、発話症状の頻度や重症度）、発話症
状の変化（症状の頻度や種類の変化）、子どもの能力（音韻能力、言語能力、非言語能力、発話運動
制御能力、ワーキングメモリ）、子どもの気質、併せ持つその他の障害の有無、環境要因（社会経済状
況、保護者の教育レベル、親の発話・コミュニケーションスタイル）など、多岐に渡っている（Yairi and 
Ambrose, 2005; Sugathan and Maruthy, 2020）。性別や家族歴のように、比較的研究知見が一致してい
る要因がある一方、子どもの各種能力や気質など、治癒群と持続群に有意差が認められない要因も混
在している。 
 
(3) 吃音の発生に関する理論 
 吃音の発生に関わる要因を明らかにしようと、古くから、吃音のある子どもと吃音のない子どもを比較

する研究が行われてきたが、研究結果は必ずしも一致していない。これらの結果から研究者たちは「吃
音のある子どもは、吃音のない子どもと絶対的な差異があるのではなく、子どもの有する流暢な発話産
出能力と、その時の発話に対する要求（例：言語学的・口腔運動的・心理的要求）が一致しない時に吃
音が生じる」とする能力-要求説（Demands-Capacities Model, 以下 DC モデル）を提唱するに至った
（Starkweather, 1987）。現在、この理論に基づき、環境の要求（例：親や周囲の話し手が早口である）や
子ども自身の要求（例：早い速度で、複雑な内容について話したがる）を子どもの能力に見合ったものに
調整して（例：ゆっくり簡単なことば・文章で話す）、子どもの流暢な発話を促そうとする臨床的手法が、
幼児期の支援法における選択肢の一つとなっている。 
 
２．研究の目的 
  本研究は DC モデルに基づき、「発達過程における子どもの流動的な発話運動能力と、環境あるい
は子ども自身の発話に関する要求との不均衡が予後に影響する」ことを仮説として掲げ、この仮説の定
量的検証を行い、幼児吃音の予後予測因子を明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 対象 

吃音を主訴に病院にて言語訓練を受けている、吃音のある幼児とその母親 10 名。概要を表１に記す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) データ収集 
①吃音の評価：吃音検査法（小澤ら, 2013）を実施した。 
②自由会話場面の音声：１対１での親子の遊び場面（訓練室・自宅）での会話を、5〜10 分程度 IC レ
コーダー（SONY, ICD-PX470F）にて録音した。録音環境の条件として、音声の録音の邪魔にならな
いよう、できるだけ大きな物音が入らないような遊びをするよう保護者に教示した。 

(3) データ分析 

表 1 対象者の概要 
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①吃音検査法の実施結果、および言語聴覚士や保護者との関わりの中での対象児の発話に基づき、
言語訓練を担当している言語聴覚士が、吃音の重症度を 5 段階（軽度〜重度）で評価した。 
②収録した自由会話場面の音声は手作業により発話内容の書き起こしを行った。それに対して音声
と発話テキストを参照して吃音の中核症状（音節の繰り返し、阻止、引き伸ばし）をラベリングした。さ
らに音声をターン（意味単位で区切ったひとまとまりの発話）ごとに分割し、音声認識システム Julius 
(Lee and Kawahara, 2009) の強制アライメントにより音素境界を得た。ターンごとの発話モーラ数のカ
ウント（モーラ長）、およびターンごとにショートポーズを削除した区間の総時間（秒）を求め、そのター
ンに含まれるモーラ数を総時間で割った値を構音速度として算出した。また、一連の親の発話の終
了時点から、続く子の発話開始時点までの時間（交代潜時)を算出した。 
③モーラ長、構音速度、交代潜時の比較のため、構音誤り（構音に誤りのある幼児と誤りのない幼児）、
および吃音有無（吃音のあるターン、吃音の起こらなかったターン）の 2 要因分散分析を行った(p < 
0.05)。 

 
 
４．研究成果 
(1)発話モーラ長 
 ターンのモーラ長については、構音誤り・吃音有無ともに
有意な主効果を示した。また、有意な交互作用もみられた。
図1に構音誤りありとなしの幼児のターンの平均モーラ長を
示す。いずれの群においても、吃音中核症状が生起したター
ンは、生起しないターンより、有意に発話モーラ長が長かっ
た。また、吃音の生起したターンの発話モーラ長は、構音誤
りなし群より構音誤りありの群において有意に長かった。一
方、吃音がない流暢なターンの発話モーラ長は、構音誤りあ
り群より構音誤りなし群において有意に長かった。 
 
(2)構音速度 

構音誤りの有無によらず、吃音が生起したターンで構音速
度が有意に遅かった。図 2に各群の構音速度を示す。構音速
度の速さという Demands が吃音の生起をもたらしていると
いう仮説とは逆の結果となり、吃音の生起が構音速度の低下
をもたらしている可能性が示唆された。 
 
(3) 交代潜時 
 構音誤りのない幼児のターンほうが、構音誤りのある幼児
のものよりも、交代潜時が有意に長かった。構音誤りのない
幼児の発話内で比較すると、吃音中核症状の生起したターン
のほうが交代潜時が有意に長かった。 
 
(4) まとめ 

 本研究では、当初、DC モデルの観点から幼児吃音の予後

予測因子を明らかにすることを目的として開始したが、縦断的な

発話データの収集が困難であったため、一時点における、子ども

の発話運動能力と、環境あるいは子ども自身の発話に関する要

求との不均衡について、吃音の生起との関係について分析を行

った。その結果、本人の構音速度の速さや、交代潜時の短さが吃

音を誘発する傾向は認められなかった。その一方、長い発話の

企図が吃音の誘因となっている可能性が示されるとともに、構音

能力が低い子どもについては特にこれらの誘因の関与が大きい

可能性が示唆され、発話の長さの点において DC モデルが定量

的に支持された。このことから、DC モデルに基づく臨床的介入に

おいては、対象児の構音能力に合わせた発話長を考慮すること

が、特に重要であることが示された。 
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図 1 各群における発話モーラ長 
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図 2 各群における構音速度 
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図 3 各群における交代潜時 
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